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社会福祉法人東京都手をつなぐ育成会
恩方育成園
本田 友則

障害者支援施設

ICT 機器導入支援モデル事業 事例報告(ICT機器)
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恩方育成園 概要

20～29 30～39 40～49 50～59 60～ 計

男性 0名 1名 17名 15名 13名 46名

女性 0名 4名 6名 12名 4名 26名

【最 高 齢】 男性： 82 歳 女性： 74 歳
【最 年 少】 男性： 37 歳 女性： 35 歳
【平均年齢】 53歳

○年齢

○定員

【主たる対象】 知的障害
【障害程度区分】平均 ５．５

定員 男性 女性

施設入所支援事業 80名 50名 30名

生活介護事業 80名 50名 30名

短期入所事業 6名 4名 2名

2021.2/1現在
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施設の課題

職員の業務、心理的負担の増加

現状の支援環境、既存のシステムでは限界

専門性 科学的根拠に基づく支援

支援記録、健康管理記録等、記録のデータ化・分析が必要

強度行動障害利用者の受入、利用者の高齢重度化

身体介護、健康管理、直接処遇、常時観察、等が急増
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ICT機器導入に向けての組織編制

ＩＣＴ機器モデルプロジェクトチーム組織相関図

施設長・PT責任者

ICT機器モデル事業
プロジェクトチーム

医務事務

係・委員会
園内プロジェクト
支援力モデル事業

管理会議
（意思決定 主任以上）

運営会議
（管理-調整-専門）

調整会議
（課題抽出 主任・リーダー）

フロア会議
日中活動会議

職員会議
（全職員）

園内統制会議

現場
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導入機器

見守り支援機器

• 眠りSCAN パラマウントベッド株式会社

• パノラマカメラセンサーシステム 理想科学工業（株）

情報共有、業務支援のための通信機器

• iPad mini 東京リコー（株）

• ケアパレット（業務支援ソフト） 東京リコー（株）

通信環境整備

• Wi-Fi環境整備 （株）イデアコネクト



ICT機器導入概観図

眠りSCAN
（パラマウントベッド）

パノラマカメラ
センサーシステム
（理想科学工業）

iPad mini
／ ケアパレット
（東京リコー）

【機能】
・バイタルデータ取得
・離床状況の把握

【効果】
・健康管理機能の強化
・夜間見守りの効率化

負担軽減

【導入台数】
・80台（すべてのベッド）

【機能】
・ほのぼのmoreの入力・参照
・音声入力機能
・タブレット機器同士の通信

【効果】
・情報共有機能強化
・入力作業の省力化

【導入台数】
・16台

【機能】
・カメラ機能
・特定条件のアラート機能

【効果】
・事故発生時の対応力強化

【導入台数】
・9台（全出入口）

データは既存のパソコン

や他のタブレットと

共有されます。

Wi-Fi環境整備
（イデアコネクト）
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機器導入時の課題

コロナ禍による
影響

• 感染症対策

• 日程調整

• 物流停滞

通信・建物環境

• ＬＡＮ配線

• ＨＵＢ増設

• Ｗｉ-Ｆｉ電波

• ＩＰアドレス

• 電源確保

• 増設による不具合

機器の理解
運用イメージ不足

• 購入時設定

• アカウント管理

• セキュリティ対策

• 個人情報保護・同意

• 周辺機器
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導入時課題に対する取り組み

感染症対策

の徹底

法人との調整

アドバイザー

関係業者

との打合わせ

必要物品購入

メーカーへの

問い合わせ

情報提供依頼

工事完了

納品完了

運用開始!!
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通信
環境

機器の
設定
更新

運用

ルール
設定

機器の
不具合

業務
変更

使用
方法

機器運用開始時の課題
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業務への導入、定着に向けての仕組みづくり

• 機器説明会・勉強会の開催、動画資料の作成

• 機器を使用する前提での施設全体の業務標準化

教育、理解を促進するための取り組み

• 効果測定の実施 ⇒ 評価・考察、成功体験の周知・共有

• ICT通信（社内報）の発行

疑問を解消し改善していくために

• メーカーへの問い合わせ、依頼、要望

• メーカとのwebミーティング

快適に使用し機器を受け入れやすくするために

運用開始時の課題に対する取り組み

• 周辺機器の購入 ⇒ イヤホンマイク タブレットスタンド キーボード 集音マイク
• 個々の使用感、選択性の確保 ⇒ 機器カバー 携帯バッグ （複数の形態で用意）
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社内報 『恩方ICT通信』
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状態像の把握
データの数値化

課題行動への
アプローチ・改善

情報伝達
共有の強化

現場支援員の
主体的な取組み

機器導入による成果
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 ICT機器は支援ツールの一つ。導入して終わりではなく継続し様々な
対応が求められます。

 しかし、使い方によっては専門職に求められている利用者支援を充足し
職員の働き方や意識を変えていくことができます。

 また、情報通信技術の活用は、障害を持つ利用者の社会参加や地域生活
の促進に繋がるなど様々な可能性が期待されます。

 恩方育成園の新たな取り組み

ネットショップ『 onagta 86 shop 』の開店

https://ongata.thebase.in/

まとめ
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ご清聴ありがとうございました。

恩方育成園 指針（中長期計画より抜粋）
『進化系未来志向 未来から今を創造する』

継続し『利用者の願いを実現していく』
ことを目標に取り組んでまいります。


